
水と緑と花のまち

市政だより

昭和58年9月 1日 No.982

人口の動き

8月 1日現在前月比

人口計 67，925 - 115 

男 32，700 -54 

女 35，225 -61 

世帯数 19，998 -32 

(夏休み親子料理教室・コミュ二ティセンターで)

守crpcコム号巴守宮邑卦わ
今日の献立は 五目ずしに串カツ トマトサラダ

「ねえ おかあさん おすしをまぜるのって むつかしいねJ rそうよ ちっと早くまぜなきゃー・・・・」

18組の親子が楽しそうに料理作内 外までいいにおいが漂っていた

毎月1日・ 15日発行 発行所/大村市役所合間①4111 編集/広報公聴課 印刷所/事真堂印刷



(め

お
年
寄
り
を
大
切
に

りおおむ

9
月
内
日
j
幻
臼

敬

老

の

白

老
人
福
祉
週
間

市政だより

9
月
市
日
は
一
敬
老
の
日
」
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、

お
年
寄
り
が
今
日
ま
で
っ
ち
か
つ
て
き
た
知
識
と
経
験
を
大
切
に

し
、
社
会
に
役
立
た
せ
て
い
く
こ
と
が
、
お
年
寄
り
の
生
き
が
い

に
な
る
と
と
も
に
、
世
代
を
越
え
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
c

大
村
市
で
は
、
お
年
寄
り
に
健
壊
で
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
、
敬
老
金
の
贈
呈
な
ど
を
行
い
ま
す
c

昭和58年 9月 1日
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※
拾
得
物
の
お
知
ら
せ

ii 

①
叩
歳
以
上
の
人
に

敬
老
金
を
贈
り
ま
す

長
寿
を
祝
福
し
、
敬
老
の
意
を

表
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

9
月
1
日
現
在
で
、
大
村
市
に

1
年
以
上
住
ん
で
い
る
河
歳
以

上
の
人

金
額

m
I
九
歳
五
千
円

万
1
乃
歳

八

千

円

伺
(
)
U
M

歳

一

万

円

部
i
的
歳

一」万
二
千
円

伺
歳
以
上

一
万
五
千
円

差
し
あ
げ
る
日

通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
指

定
さ
れ
た
日
に
お
受
け
取
り
下

大
」
い

持
っ
て
く
る
も
の

通
知
書
、
印
鑑

※
県
の
敬
老
金
と

し
て
、
け
(
)
肝

歳
の
人
に
六
千

円
、
部
歳
以
上

の
人
に
八
千
円

も
一
緒
に
贈
ら

れ
ま
す
。

敬老金贈呈日程

(物
件
一

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ボ

l
ト

ぐ

4・A、

①
ね
た
き
り
老
人
に

男
舞
金
を
差
し
上
げ
ま
す

対
象
と
な
る
人

9
月
1
日
現
在
、
日
歳
以
上
で

大
村
市
に
1
年
以
上
住
ん
で
い

て
、
6
か
月
以
上
ね
た
き
り
の

人
金
額
一

万
八
千
円

※
難
病
患
者
見
舞
金
(
二
万
円
)

お
よ
び
内
臓
機
能
障
害
見
舞
金

(
一
万
八
千
円
)
の
支
給
を
受

け
た
人
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

①
叩
歳
に
な
ら
れ
た
人
に

写
真
と
記
念
品
を
贈
り
ま
す

対
象
と
な
る
人

昨
年
の

9
月
同
日
か
ら
今
年
の

9
月
日
白
ま
で
の
間
に
卯
歳
に

な
ら
れ
た
人

①
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
人
に

記
念
品
を
贈
り
ま
す

対
象
と
な
る
人

大
村
市
に
1
年
以
上
住
ん
で
い

て
、
9
月
日
日
現
在
で
結
婚
し

た
日
か
ら
同
年
を
迎
え
ら
れ
た

9. 7体)

制
一山
川
悩

9. 

9. 

三浦出張所

鈴 田出 張所

萱瀬出張所

福重出張所

松原 出張所

竹松 出張所

西大村出張所

市 役所

拾
得
場
所
一
祝
崎
海
岸
沖

夫
婦

※
詳
し
く
は
、
8
月
日
日
号
の
市

政
だ
よ
り
を
ご
覧
下
さ
い
。

①
公
衆
浴
場
組
合
で
は

入
浴
料
を
無
料
奉
仕

対
象
と
な
る
人
市
歳
以
上
の
人

期
間

9
月
日
日
同
1
2
日
附

※
1
人
1
回
で
す
。
入
浴
の
時
に

老
人
保
健
手
帳
を
見
せ
て
下
さ

@
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い

敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
盛
り
た

子犬の

昌QTIfJ認も怠

く
さ
ん
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

9
月
比
日
附
1
凶
日
樹
ま
で
、

ω歳
以
上
の
市
内
に
住
ん
で
い
る

人
は
入
館
料
は
い
り
ま
せ
ん
。
多

数
ご
来
館
下
さ
い
。

演
芸
大
会

9
月
刊
日
樹

午

前

日
時
1
午

後
3
時
2
階
集
会
室

老
人
作
品
展

9
月
日
日
同
i
口
日
凶

午
前
9
時
1
午
後
4
時

ー
階
大
会
議
室
、
講
習
室

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

期
日

9
月
お
日
樹
秋
分
の
日

場
所

市
役
所
横
埋
立
地

子
犬
を
譲
り
た
い
人
の
受
付
時
間

午
前
9
時
泊
分
1
m
時
却
分

子
犬
の
里
親
さ
が
し

午
前
9
時
却
分
1
正
午

お
願
い
O
子
犬
は
、
原
則
と
し
て

生
後
3
か
月
以
内

O
子
供
だ
け
で
は
里
親
を
認
め
ま

せ
ん
。

問
合
せ
先

蒲
原
犬
猫
病
院
(
宮
②
4
0
1

5
)
、
生
活
環
境
課
衛
生
係

訟
動
物
の
無
料
健
康
診
断
も
行
い

ま
す
。

問
合
せ
先
一
総
務
課
)



d 

' 

拾
得
場
所
一
空
港
潜
水
探
査
現
場

(
物
件

…
魚
龍
、

問
合
せ
先

一
総
務
課
)

ボ
ン
ベ

※
拾
得
物
の
お
知
ら
せ

長崎街道を歩こう
郷土史家の案内で大村市内を歩きます

9月25日(日) 午後 9時~午後 3時
集 合:国鉄松原駅前

定員 :40人
参加費: 500円(昼食代を含みます〉

申込 ・問合せ先 商工観光課観光係

病院名 住 所 病院名 {主 所

今回医院 説馬場2丁目 長野病院 東三城町

"萱i頼分院 田下郷 野口内科医院 西大本体町

上回医院 諏訪1丁目 原 医 院 宮小路 1丁目

大薗内科医院 松並 1丁目 藤井内科医院 東本町

~!I!WÍl量人霞 原口町 本郷医院 武部町

岡内科医院 東三城町 牧山医院 宮小路2丁目

琴尾医院 西三城町 桝本医院 大川田町

近藤医院 東本町 松井医院 久原郷

佐藤外科医院 杭出津2丁目 松尾外科医院 東本町

沢内田科胃医月易不院十 小路口本町 松尾医院 玖島町

早田内科医院 T件公本町 松永医院 古町2丁目

田崎医院 古町1丁目 書ィ晶fi;}lsif註 東三城町

寺井医院 玖島町 毛利医院 ーの郷

朝長医院 杭出津2丁目 与那城医院 池田新町

長崎医院 寿古郷 渡辺医院 ーの郷

昭和58年 9月 1日
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ヨム恒直言多出
を行いま寧

正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う

争
首
十を
正
し
く
利
用
し
て
い
た
だ

く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

関医療機

救
急
医
療
講
演
会

........ 
疋

午 9
後月
3 8 
時 日
1同
4 
時
30 
分

日
時

健康診査指

場
所波

佐
見
町
農
村
環
境
セ
ン
タ
ー

内
容

O
交
通
事
故
と
救
急
医
療

O
救
急
医
療
を
医
師
の
立
場
か
ら

O
そ
の
他

皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め
に

救
争
苦
十
は
、
日
夜
、
活
躍
を
続
け

て
い
ま
す

市
内
の
救
急
車
の
出
動
回
数
も

毎
年
増
加
し
て
お
り
、
日
年
中
に

運
ん
だ
病
気
の
人
た
ち
は

9
8
7

人
に
な

っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
民
同
人
に

1
人
の
割
合
い
で
救

急
車
を
利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
「
救
急
車
の
お
か
げ
で
命
が

助
か

っ
た
」
と
い
う
人
が
多
い
半

面
、
タ
ク
シ
ー
が
わ
り
の
利
用
や

家
族
の
人
が
応
急
処
置
を
知
っ
て

い
た
ら
使
用
し
な
く
て
も
済
む
ケ

ー

ス
な
ど
の
乱
用
も
目
立
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
利
用
が
増
加

す
る
と
、
本
当
に
必
要
な
場
合
に
、

救
急
車
が
間
に
合
わ
ず
生
命
を
失

う
と
い
う
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

万

一の
傷
病
や
事
故
に
備
え
、
救

u
F

同
属
の
シ
ー
ズ
ン
て
す

期
間9

月
1
日
同

i
u月
初
日
凶

対
象
と
な
る
人

ω歳
以
上
の
人
(
各
種
社
会
保

険
の
加
入
者
本
人
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
)

診
査
料

無
料

医
療
機
関

別
表
の
通
り
で
す

申
込
方
法

O
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て

い
る
人
は
会
長
に
申
し
出
て
下

さ
い

O
地
区
老
人
ク
一
7
ブ
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
医
療
機
関
に
申
し

出
て
下
さ
い

持
っ
て
く
る
も
の

7
1
)
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

台
風
の
後
に

切
れ
た
電
線
や
低
く
た
れ
さ
が

っ
て
い
る
電
線
に
は
絶
対
に
さ
わ

ら
な
い
で
、
す
ぐ
九
電
大
村
営
業

所

へ

三

落

下
さ
い
。

9
月
は
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
。
台

風
情
報
に
注
意
し
て
防
災
準
備
は

早
目
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

台
風
の
前
に

O
テ
レ
ヒ
ア
ン
テ
ナ
、
看
板
、
煙

突
な
ど
は
風
で
倒
れ
な
い
よ
う

に
し
っ
か
り
取
り
つ
け
ま
し
ょ

-q
ノ
。

り

健康であかるい老後を

おおむ市政だより

O
樹
木
や
雨
ど
い
、
看
板
の
支
線

な
ど
が
電
線
に
ふ
れ
る
恐
れ
の

あ
る
と
こ
ろ
は
な
い
で
し
ょ
う

ふ
刈

こ
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
り
ま
し
た

ら
九
電
大
村
営
業
所
(
宮
②
2
1

問
合
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

※
判
歳

1
日
歳
ま
で
の
人
に
つ
い

て
は
、
別
途
計
画
中

t
す
。

健
康
手
帳
(
持
た
な
い
人
は
生

活
環
境
課
ま
た
は
、
右
近
く
の

出
張
所
に
申
し
出
て
干
さ
い
)

(3) 



青
少
年

ηuvvuvuvuyivu

豊
か
な
必
を
育
て
よ
ラ

リ
H
V
H
河
川
河
汁

qU1ivu

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

l
先
生
と
生
徒
・
父
兄
の

交
流
の
場
を
待
と
う
1

父
兄
、
児
童
、
生
徒
の
皆
さ
ん

は
、
先
生
を
地
域
活
動
の
い
ろ
い

ろ
な
行
事
に
積
極
的
に
招
く
よ
う

(4) りおお む市政だより昭和58年9月 1日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

JWw
ぜ

第
2
土
曜
日
は
、
金
融
機
関
が
休
業
い
た
し

L

B
、

ま
す
。

援

、

ぺ

こ
れ
に
伴
ぃ
、
第
2
土
曜
日
は
税
金
や
保

h
V
A
-
-
{

険
料
な
ど
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

以

た

ま
し
た
。

一

-

け

ま
た
、
福
祉
医
療
費
な
ど
の
支
払
い
も
で

公
i

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

※

8
月
分
源
泉
所
得
税
の
納
期
限
は

--:f:の'2.-

に
し
た
い
も
の
で
す
。

一
方
、
運
動
会
な
ど
学
校
の
行

事
に
は
、
父
兄
が
進
ん
で
参
加
し
、

先
生
や
子
供
と
の
交
流
を
図
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
先
生
と
親
と

子
供
が
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
き
一

つ
に
溶
け
合
う
1

1

そ
れ
は
連
帯

感
を
育
て
、
話
し
合
い

の
場
が
で

き
る
な
ど
、
子
供
た
ち
の
豊
か
な

心
を
育
て
る
上
で
大
き
な
プ
ラ
ス

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ー
子
供
の
地
域
活
動
へ
の

参
加
意
欲
を
育
て
る
た
め
に

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
次
の

点
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

マ
子
供
た
ち
が
自
分
た
ち
で
計
画

し
、
自
分
た
ち
で
実
行
で
き
る

よ
う
に
ヮ
舞
台
ご
つ
く
り
。
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う

マ
楽
し
い
集
団
生
活
を
送
る
た
め

に
、
規
律
の
重
要
さ
を
認
識
さ

せ
ま
し
ょ
う

マ
心
と
心
の
ふ
れ
合
い
や
成
心
動
の

場
面
を
体
験
さ
せ
ま
し
ょ
う

マ
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知

り
、
努
力
な
く
し
て
成
功
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

思
思
一留
島
一宮
…
a

9
月

8
日
か
ら
各
地
区
で
開
催

来
年
9
月
紅
白
ま
で
に
免
許
の

切
替
え
を
さ
れ
る
人
で
、
今
年
の

春
と
今
回
の
講
習
を
受
け
た
人
は

更
新
時
講
習
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
と
来
年
春
の
講
習

を
受
け
た
人
で
、

ω年
4
月
7
日

ま
で
に
切
替
を
さ
れ
る
人
も
更
新

時
講
習
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

免
許
証
、
会
員
証
、
表
彰
講
習

カ
ー
ド

9
月
ロ
日
何
で
す

運転者講習会日程

301鈴田小体育館

30~21 : 301三 浦出張所

12(月)119: 30~21 301竹松小体育館

30~21 9・8同119

9 (釧19

@ 
ぇ③

イ吏
オフ
才l

税
金
は
、
国
や
県

・
市
な
ど
が

活
動
す
る
た
め
の
大
き
な
財
源
で

す
。
税
金
は
、
私
た
ち
が
生
活
の

向
上
と
安
定
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
社
会
共
通
の
経
費

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

で
は
、
私
た
ち
の
税
金
は
ど
の

301萱瀬小体育館

16f錨119

地
域
活
動
へ
の
参
加

学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な
ろ
う

家
庭
内
暴
力
や
校
内
暴
力
、
果

て
は
一
般
の
人
に
ま
で
暴
力
を
振

る
う
|
|
最
近
、
中
学

生
の
暴
力
行
為
が
社
会

的
に
大
き
な
問
題
に
な

っ
て

い
ま
す
。

子
供
を
こ
う
し
た
非

行
に
走
ら
せ
な
い
た
め

に
は
、
学
校

・
家
庭

・

地
域
が
一
体
と
な

っ
て

健
全
育
成
に
努
め
る
と

と
も
に
、
積
極
的
な
地

域
活
動
へ

の
参
加
を
通

し
て
豊
か
な
心
を
育
て

301福重小体育館

301松原小体育館30~21 

30~21 

14附119: 30~21 

13(1<)119 

30~21 : 301市民会館ホール

20凶ト レホ館ム
一品

民市

n
u

-

n
u
 

内

t
u

-

内

t
u

p
h
u

-

可
i

可
ム

一

つ臼

~
一
~

ハU

-

A
U

n
J

-

q
J
 

19同)119

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

λ

ノカ
①
健
康
や
生
活
を
守
る

病
院
に
か
か

っ
た
と
き
、
軽

い
負
担
で
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
生

活
に
困

っ
て
い
る
人
の
た
め

の
扶
助
や
福
祉
施
設
の
拡
大

な
ど
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

②
住
宅
や
道
路
の
整
備

公
営
住
宅
建
設
費
補
助
や
上

下
水
道
、
公
園
、
河
川
の
改

修
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

④
教
育
や
科
学
技
術
の
振
興

教
育
施
設
の
整
備
や
私
学
助

成
、
教
科
書
無
償
配
布
、
宇

宙

・
海
洋
開
発
な
ど
に
使
わ

れ
ま
す
。

④
地
方
財
政
の
援
助

⑤
そ
の
ほ
か

物
価
の
安
定
、
中
小
企
業
の

振
興
、
省
エ
ネ
技
術
の
研
究

開
発
、

農
林
拘
並
木
に
対
す
る

墓
宋
の
推
進
な
ど
に
使
わ
れ

ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
諌
早
税
務
署

(宮
諌
早
②
1
3
7
0
)

へ
お

尋
ね
下
さ
い
。
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住む人の

9周10813

全国下水道促進デー

田 ~d g 下水道|

特集|

「
下
水
道
促
進
デ
1

」
は
、
家
庭
の
下
水
や
工
場
の
排
水
な
ど

を
科
学
的
に
処
理
し
て
、
水
質
公
害
の
な
い
快
適
な
都
市
・
生
活

環
境
を
約
束
す
る
下
水
道
に
つ
い
て
、
国
や
県
・
市
と
地
域
の
皆

さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
考
え
、
そ
の
効
果
的
な
整
備
促
進
を
図
ろ

う
と
す
る
H

市
民
運
動
の
巳
H

で
す
c

ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
町
づ
く
り

美
し
く
豊
か
な
自
然

快
適
な
生
活
環
境
は
:
・

下
水
道
で

大
村
市
で
は
、
健
康
で
清
潔
な
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
つ
く
り
の
た
め
に
生
活
環
境
の
多
く
の
費
用
を
投
じ
て
出
来
上

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

っ

た

下
水
道
施
設
の
有
効
利
用
を

な
か
で
も
下
水
道
施
設
は
、
川
図
る
た
め
に
も
、
一
日
も
早
く
水

や
海
の
汚
染
を
防
止
し
、
美
し
い

洗

化
の
工
事
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

自
然
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
快
適

な
生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

ー
水
洗
化
の
工
事
は
|

一
日
も
早
<

進
め
ま
し
ょ
う

日
年
4
月
か
ら
下
水
の
処
理
を

開
始
し
て
い
ま
す
が
、
下
水
管
が

整
備
さ
れ
て
処
理
可
能
と
な

っ
た

区
域
は
、
処
理
区
域
と
し
て
告
示

し
ま
す
。
処
理
区
域
に
な
る
と
条

例
に
よ
り
6
か
月
以
内
に
排
水
設

備
工
事
(
風
呂
、
台
所
な
ど
の
汚

水
)
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
下
水
道
法
の
規
定
に
よ

り
3
年
以
内
に
、
今
ま
で
の
汲
み

取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す

ー
早
目
に
ご
利
用
を
l

改

造

資

金

汲
み
取
り
便
所
を
改
造
す
る
場

合
は
、
改
造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
改
造
期
限

の
3
年
を
過
ぎ
る
と
、
原
則
と
し

て
無
利
子
に
よ
る
融
資
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

ご
利
用
下
さ
い
。

下水道事業計画図と処理区域

仁二コ 昭和58年9月末
水洗化可能区域

仁二コ 下水道法に基づく改造期限が
昭和59年4月14日迄となっている区域

仁二コ 事業認可区域
昭和49-65年度1l90ha

町内別水洗化の状況

田T 名 世帯数 水世制帯じ

岩 舟 174 2 

上 路 217 81 

本 路 96 56 

玖 島 37 16 

片町第 1 115 62 

片町第 2 189 82 

幸 田T 12 12 

西 本 田I 142 67 

本 田I 176 64 

東 本 回I 253 173 

武 音E 回I 512 22 

東ニ城町 177 107 

西 ニ 城町 218 137 

回 町一 295 19 

水主町 1丁目 80 60 

水主町2丁目 244 191 

杭出津 1丁目 257 167 

杭出津2丁目 473 80 

手元出津3丁目 279 50 

松並 1丁 目 394 26 

松並 2丁目 427 350 

協 平日 田I 213 184 

未公 山 回I 256 133 

森 園 四I 138 115 

古賀島町 433 72 

桜馬場 1丁目 118 39 

桜馬場 2丁目 224 2 

西大村本町 286 54 

植松 3丁目 468 7 

草 場 27 8 

古町11丁目 181 9 

古町 2丁目 359 7 

諏訪 3丁 目 189 10 

諏訪 1丁目 346 1 

乾馬場 町 225 1 

58年7月末現在



りお お む市政だより昭和58年 9月 1日
1IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIInllllllllllllill1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

@ 

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め

に
、
下
水

処
理
場
を
開
放
し
ま
す

の
で
自
由
に
ご
見
学
下
さ
い
。

期
間

9
月
5
日
同
i
u
日
附

※
土

・
日
曜
を
除
き
ま
す
。

時
間

午
前
9
時

1
午
後
4
時

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

松
山
町
姉
1
1

2
④
3
1
1
0
 

あなたも応募してみませんか

(6) 

休
み
な
く
続
け
ら
れ
る

下
水
道
管
に
は
、
汚
水
と
一
緒

に
土
砂
や
ゴ
ミ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
流
れ
て
き
ま
す。

下
水
道

管
が
詰

っ
た
り
す
る
と
、
悪
臭
の

発
生
や
汚
水
が
あ
ふ
れ
る
原
因
と

な
る
た
め
、
下
水
導
官
や
マ
ン
ホ

ー
ル
、
汚
水
ま
す

の
清
掃
、
修
理
は

と
て
も
大
切
な
仕

事
で
す
。

ま
た
、
下
水
処

理
場
や
ポ
ン
プ
場

の
運
転
は
昼
夜
休

み
な
く
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
円
滑

な
運
転
を
継
続
し

て
行
う
に
は
十
分

な
保
守
管
理
が
必

要
で
、
特
に
下
水

処
理
場
で
汚
水
を

き
れ
い
な
水
に
す

る
の
に
多
く
の
経

賠

費
が
か
か
り
ま
す
。

監
一

こ
う
し
た
維
持
管

相

理
の
費
用
は
、
排

V

除
し
た
汚
水
の
量

に
応
じ
て
、
下
水

道
を
使
わ
れ
る
皆

さ
ん
か
ら
「
下
水

道
使
用
料
」
と
し
て
負
担
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

ー
下
水
処
理
場
を

開
放
し
ま
す
ー

皆
さ
ん
に
下
水
道
の
シ
ス
テ
ム

下水遣いるいるコジワーI~
下
水
道
に
対
す

る
理
解
と
関
心
を

深
め
、
促
進
の
ム

ー
ド
を
盛
り
あ
げ

る
た
め
全
国
的
に

募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
限

9
月
初
日
倒

当
日
消
印
有
効

応
募
・
問
合
せ
先

下
水
導
宋
務
課

庶
務
係

入
賞
発
表

問
年
3
月
1
日

砂活性汚泥中の微生物企水質試験室

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部

テ
ー
マ

下
水
道
の
あ
る
風
景
ま

た
は
、
新
下
水
道
法
施
行
お
周

年
記
念
お
よ
び
全
国
下
水
道
促

進
デ
l
の
ポ
ス
タ
ー

応
募
資
格

小
・
中
学
生

作
品

B
4
1
A
2
判
、
画
材
は

'
同
国
内
問

※
ポ
ス
タ
ー
に
は
「
新
下
水
道

法
施
行
お
周
年
記
念
」
ま
た

は
「
9
月
日
日
全
国
下
水
道

促
進
デ
|
」
の
文
字
を
入
れ

て
下
さ
い
。

作

文

の

テ
ー
マ

下
水
道
に
関
す
る
自
由

な
作
文

応
募
資
格

小
・

中
学
生

作
品

酬
字
詰
原
稿
用
紙
に
タ
テ

書
き
、
小
学
生
2
1
4
枚
、
中

学
生
4
1
5枚

標

五
ロ==ロ

の

テ
ー
マ

下
水
道
の
促
進
に
関
す

る
も
の

応
募
資
格

高
校

・
大
学
生
お
よ
び
一
般

作
品

官
製

ハ
ガ
キ

1
枚
に

2
案

以
内
、
基
日
野
点
数
は
制
限
な
し

写

盲六

の

テ
ー
マ

下
水
道
に
関
す
る
ド
キ

ユ
メ
ン
タ
リ
ー
な
写
真

(汚
れ

た
川
、
下
水
道
が
で
き
て
良
く

な

っ
た
例
、
か
え

っ
て
き
た
自

然
の
実
例
な
ど
)

応
募
資
格

高
校

・
大
学
生
お
よ
び
一

般

作
品

キ
ャ
ビ
ネ
判
以
上
の
カ
ラ

ー
お
よ
び
モ
ノ
ク

ロ
プ
リ
ン
ト
、

庁害
罪
点
数
は
制
限
な
し
、
組
写

真
は

3
枚
以
内
(
そ
の
旨
を
明

記
し
て
下
さ
い
)

※
長
蓄
用
は
下
水
導
未
務
課
に
あ

り
ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
部

音B

テ
ー
マ

下
水
道
を
シ
ン
ポ
ラ
イ

ズ
す
る
マ

l
ク
で
伸
び
ゆ
く
下

水
道
を
象
徴
す
る
も
の

応
募
資
格

高
校

・
大
学
生
お
よ
び
一
般

作
品

官
製
ハ
ガ
キ
に
ス
ミ

1
色

で
表
現
、
1
枚
に

1
案
、
基
白
押

点
数
は
制
限
な
し

音B

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
部

岩
谷
時
子
の
詩
に
、
あ
な
た
の

メ
ロ
デ
ィ
を

応
募
資
格

高
校

・
大
学
生
お
よ
び
一
般

作
品

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
ま
た
は

オ
ー
プ
ン
テ
i
プ
に
録
音
し
て

郵
送
し
て
下
さ
い

(可
能
で
あ

れ
ば
譜
面
を
添
付
し
て
下
さ
い
)



※
営
業
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は

清
掃
セ
ン
タ
ー
ヘ
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一騎
M
PJ

関川一

りおおむ市政だより

』
F

午
前
了
時
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、
市
民
大
清
掃

が
行
わ
れ
ま
し
た
c

自
然
に
恵
ま
れ
た
「
郷
土
お
お

む
ら
」
を
美
し
く
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
環
境
の
美

一

化
に
努
め
ま
し

ょ

，

¥

み
ん
な
で
「
お
お
む
ら
」
を
美
し
く
芳

大
上
戸
川
ほ
か
)

(7) 

企

(社)JFTD (日本生花通信配達協会)
では、日本縦継16と愛のチャリティキャン
ペーンを行い、大村市にち立ち寄りました。
チャリティーで集った募金は、ユニセフを
通じて世界の恵まれない子供のために使わ

れます。一一一一一一一一一一一 一一-----ー一一一ノ

〆大村市の発展を願って市政懇談会(だ~厄市内各地区)

活力に満ちた大村市をつくるため、いろんな人の
意見を聞くれ市長を囲む市政懇談会、、が実施され多

くの要望や意見が出されました。今後の市政の参考

にしていきたいと思います。
v 

が知うのりもる畠れに の る つ元足 て残頂地 て問国跡

EきB要三宅聖量理器 22更害空量 35E需品単宅局手間 郷IJ1与;
る といと時あのち良らとち )一政 一 あ 宝 け の ヤI-'Ip厄恥 j

一 頭雲高品 里RZ毛号 室慢 芸員長喜 |工 Jみ

完有量荒 言ど実需害警 2i ;z Z皇民 大の ?‘ 
qEC示話国皇室 E害襲 警重警三 村古
系有里毛 f11L超大唾仁 Q q: ~レ感 純幸
吉率三 百二 難 v …)一 平山』叩 伊 :z-
年士て十年と四 し 五-

2誌記 事E以 2企トぽ 豊造
汀'¥ 1-1' 'i15' r 本干ご 、 Jlt 1¥. L 'r¥ DU  

は γE 2 心そ 行T~ず djる
何奇白 露2gr手，)
度程与 を安の こにJUL 些詳
省広男 嶺¥ヨ ヨ主ケー「L4扇 h 車問 ??L
馬 (享に や¥fーに I-. 
氏代れ 温徳 、、 J 、

れ
い
?
れ
ず
⑫



(8) 

¥い
M
幽
否

ン
グ
、
縫
製
、
紙
箱
加
工
、

-kuコ
一
エ

ビ
一
丁
ル
袋
加
工

ゐ
守
¥
/
内
問
九

〔身
体
障
害
者
授
産
施
設
〕

?
S轟

L

対
象
者

介
護
を
要
し
な
い

日
歳

以
上
の
身
体
障
害
者
で
、
上
肢

が
ほ
ぼ
健
全
な
人

パ
ー
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
授
産
工
場

所
在
地

東
大
村
2
丁
目

授
産
科
目

真
珠
の
加
工
、
真

珠
穴
あ
け
、
装
身
具
の
細
工

三
彩
の
里

所
在
地

原
郷

授
産
科
目

陶
芸

国
立
福
岡
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー

所
在
地

福
岡
市

授
産
科
目

あ
ん
摩
マ
ッ

サ
l

ジ
指
圧
、
は
り
、
き
ゅ
う

※
入
所
希
望
の
人
は
、
福
祉
課
福

祉
係
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
は
9
月
初

日
樹
が
申
込
期
限
で
す
。

福
祉
の
ひ
る
服

りむお お

'月"c@m田昌巴
巴回目包囲日

市政だより昭和58年 9月 1日
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@
雇
用
プ
ラ
ン
に
心
身
障
害
者
を

心
身
障
害
者
の
福
祉
の
基
本
は

働
く
こ
と
を
通
じ
て
自
立
を
図
る

こ
と
で
あ
り
、
健
常
者
と
と
も
に

社
会
に
参
加
し
、
生
き
る
喜
び
を

見
い
出
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
現
在
、
多
く
の
心
身
障
害
者

の
人
が
、
そ
の
適
正
と
能
力
に
応

じ
た
職
場
で
働
い
て
い
ま
す
。

心
身
障
害
者
の
人
が
持
っ
て
い

る
能
力
を
生
か
せ
る
よ
う
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

心
身
障
害
者
の
雇
用
促
進
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、

9
月
は
精
神
薄
弱
者
愛

護
月
間
で
も
あ
り
ま
す
。
み
ん
な

の
あ
た
た
か
い
手
で
、
心
と
心
の

通
い
合
う
明
る
い
社
会
を

つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

。
入

所

案

〔精
神
薄
弱
者
短
産
施
設
〕

対
象
者

同
歳
以
上
の
精
神
薄
弱

者
で
、
社
会
的
更
生
能
力
な
ど

を
有
す
る
と
更
生
相
談
所
が
判

定
し
た
人

鈴
田
の
里
学
園

所
在
地

大
里
郷

授
産
科
目

農
園
芸
、
ク
リ
l
ニ

※
献
血
に
ご
協
力
を

9 
月
16 
日
(金)

。
心
身
障
害
者
地
区
相
談
員

内

心
身
障
害
者
の
人
た
ち
の
た
め

に
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

E!il. 地 区 長 名 住所 電話

体身害者障相説員

視 力 障 宝ιコ 者 林 茂古町 2丁目 ③4874 

ろ フ あ 障 室tコ 者本村順子 坂口住宅 ④4327 

~ 二 i也
区 村 崎 明 雄 池田 2丁目 ②6775 

下村 初雄 竹松本町 ⑤8433 

干精讐申宇貰者目
西大村 ・松原 ・福重 ・竹松 ・萱瀬地区 I同 月 兼 作 上諏訪町 ②3748 

大村 ・ 鈴 田 ・ 三 浦地区 池田和代 抗出津 l丁目 ③6726 

『，、
l
t
、1
1
、t
-
t
t
t
、1
1
、t
1
、1
1
、1
1
、.el
、t
・:
t
t
、1
1
、t
t
、t
t
、t
t
、1
1
、t
t
、1
1
、l
t
、1
1
、J

二

差

蔓

自

火

ハ

を

時
金
な
ど
に
つ
い
て
援
護
相
談

一

-
4
b
E
U
-
-
-
-
0
4
S
1
z
-
-
0
・J
1

一

一

一

フ

パ

ま

す

を
開
催
し
ま
す
。

一

一

旧
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
、

午
前
山
時
1
午
後
3
時

一

一
戦
傷
病
者
、
そ
の
遺
族
の
皆
さ

場
所

市
役
所
第
1
会
議
室

一

一
ん
の
各
種
年
金
や
扶
助
料
、

一

相
談
員

県
老
人
援
護
課
職
員

一

午
前
9
時

ω八
万
;
正
午

市
役
所
玄
関
前
)

宇
宙
定
電
電
担
態

8

8
⑧

4
0
7
0
 

が
開
設
さ
れ
ま
し
た

子
を
持

っ
て

知
る
親
の
恩
。

お
母
さ
ん
、
子

育
て
っ
て
難
し

い
も
ん
で
す
ね
。

そ
ん
な
お
母
さ

集
盆

ん
た
ち
の
子
育
潮

て
に
対
す
る
悩

み
ご
と
の
相
談

r

日口
仁
「
7

」

下
品
川
ノ

木
L

二
J
UE

J
J
I
ー

動

児

の
健
全

な
発
育
を
願
っ
て
電
話
相
談
室
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご

利
用
下
さ
い。

相
談
内
容

O
乳
児
の
栄
養
、
排

出
、
睡
眠
な
ど

O
幼
児
の
生
活
習
慣
、
発
育
問
題

な
ど

O
保
育
所
に
関
す
る
疑
問
な
ど

対
象
と
な
る
子
供

0
1
5
歳
前
後
の
乳
幼
児

開
設
場
所

諏
訪
保
育
園

相
談
日

毎
週
火

・
金
曜

午
前
山
時
1
午
後
5
時

に
て
…

タ
い
…

一す

酌

純

一

，
L

曹
ヲ
一冨
ぃ

¥一

V
一
事
季

一色

轟

鞠
…

繍
m
J一
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※
大
村
線

ミ
ュ
二
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

合
④

3
1
6
1

大
村
よ
り
今
村
浮
立
が
出
演

長
崎
県
子
ど
も
会

伝
承
芸
能
大
会

り

長
崎
県
の
子
供
た
ち
が
地
域
の

伝
承
芸
能
を
継
承
す
る
こ
と
に
よ

おおむ市政だより(9) 

前売券好評発売中
残りあとわずかです お早目に

乗
ろ
う
守
ろ
う

/
t
t
、

タ
イ
ヤ
を
増
や
そ
う

り
、
郷
土
の
文
化
を
理
解
し
、
郷

土
愛
を
育
て
地
域
の
理
解
を
深
め

子
ど
も
会
活
動
の
振
興
を
図
る
目

的
で
聞
か
れ
ま
す
。

日
時

9
月
同
日
同

午
前
日
時
1
午
後
4
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

場
所

み
ん
な
で
作
ろ
う

青

年

教

養

講

座

期
間

9
月
初
日
l
H
月
お
日

毎
週
金
曜
午
後
7
時
1
9時

対

象

お

歳

未
満
の
青
年
男
女

定

員

初

人
(
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
)

内
容
O
マ
ス
コ
ミ
の
う
ら
お
も
て

O
上
手
な
話
し
方
の
秘
け
つ

O
知
ろ
う
わ
が
ふ
る
さ
と
大
村

O
血
液
学
入
門
ほ
か

講
師

K
T
N
橋
口
ア
ナ
ウ
ン
十

板
東
三
津
五
郎

・
花
柳
寿
美
な
ど
日
本
を

代
表
す
る

一
流
舞
踊
家
の
出
演
に
よ
る

文

化

庁

移

動

芸

術

祭

d
本

煽

市
民
会
館

9
月
叩
日
働
午
後

6
時

〔前
売
券
〕
一
般
・
三
千
円
小
中
高
生
千
円

〔発

売

所
〕
森
竹
電
器
臣
、
一
〆
オ
パ
ラ
ジ
オ
巴
、
長

崎
書
臣
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

社
会
教
育
課

T+弘
、

l
M町
小
f

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
期
限

9
月
刊
日
凶

申
込
方
法

電
話
で

コ
ミ
ユ
ニ
テ

f
セ
ン
タ
ー
へ

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

叩
ミ
リ
映
画
鑑
賞
会

日
時

9
月
山
日
出

午
後
7
時

1
8・時
却
分

題
名
O
み
な
お
せ
食
品
添
加
物

(
一
般
教
養
)

O
し
あ
わ
せ
の
王
子
(
ア
ニ
メ

l

シ
ヨ
ン
)

O
ゆ
が
ん
だ
視
線
(
教
育
映
画
)

a
J
'
h
パ川
停
e

同

y
ueμ

“
‘
田町町
』

品
Fe同

千
円
で
作
れ
る

料
理
コ
ン
ク
ー
ル

千
円
で
ど
ん
な
料
理
が
で
き
る

か
、
市
内
の
調
理
士
さ
ん
に
よ
る

コ
ン
ケ
ル
で
す
。
ご
自
由
に
ご

鑑
賞
下
さ
い
。

日
時

9
月
凶
日
附
午
後
1
時

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

出
品
料
理

和
食
、
洋
食
、
中
華
、

寿
司
、
麺
類

!務鋼閥解瀬駅官鰯端機灘議長三じは竹長可 8 i 
i 遜組副・E(lZj号機管え鍋臨機縁警護綴援瀦M;j ょ 変 L、 川、松彰喧式月 、 空 i 
j 溜酒量;広瀬f.~機幽鰍鰍鑑麟 う だて当 間小を環 で 7 1困 じ

臨掴量三宮臨機鱗繍纏実 24時守護言要ム R 笠 y

jE， 品開撃機灘鏑麟:でR性心事セ 毎日 Z4 
嬰賜綴額r :ii6 ，. 警鈴懸開稜議議援護癌磁器iiで 、ちなる路 労さ大 ~y 
勝弘 J週目~ 繋欝綴議撃懇翠襲警や庭のど松の 者ん清 白

1 観Fゑ f議欝緩欝議議擁護りの連が 尾清 と(掃 つに
pr~γ も 1 搬務総務側麟始続十茂さ 掃 IT、

iぷ ペ 句、長一議麟議機密資懇 υノ

い 弘 通鋭機欝議議警1油畿自量殺よ較議議務評突議長総欝惑 を(主人 し、路る 語彰のめ と三主
ιν 也~ 0 A極九世勧繍毅鱗片いによなのりなこた J回
目週圃岨L~繍伊単一協議議摺手 L 、1 うどを H んとん 二
~ 竺 謹圃・量蕊税関均台機 l三ん人にに見私てをで松場
n 翠・・・・・1，'¥〓議議仰 埜ソ六奪還 言百ででし ゴ てが恐しす ~ 1m 

v ョ・・・・置さし 穂、バわ三 謀 議 戸 工すもなミ 、清縮てよ !毛ンL
j 乙〕 秒 - 引 : 総 て み 議てよ 思けを子掃 い、 。町歩

!:J1jj:¥・Eミヂヤイ穂川二:にく U つれ 散供 をまるご ;z ヨ・・・r~i:~~小 + 警騒を ι私 e れとてばらたやしのく 合士
、、 ョ・・・・.~<'~Æ議長t: 電議懇緩たほく とかち っ たに当 亘~元宵予 .三ヨ・・Eふ務総予りぎ殺警護発会 バ -jれ 、さがて。 、 り 車 WU  Zヲ
弘司E三是認警警吋 三れ lω な道いと表前 亨けae

i :;1AY司国五拾 と官庁 昨 日 jTZ古川不尽
よιιι子子子一王JιよJι一之1と;璽置麟竣紛駒等絡均め噌4安管小収!タ与努机!詐μ肝コ芯幻臼川;二全:与争イ勺仇i ::j;:;蚕銘主主与滋i企箆ヨ翠環璽い底;ムiざT主在丘?三三三三 正£ι必ιrご与ι:λμ1やi 雪2 空2 Z V Z 号害争刊大 一 1〉

( ……一?叩z

j カか通に姿さ 掃と し境りもくてカか冶持一やのた 尾 こ人てを 、 m ¥ゆρ1ν
そJノ

j 守京ド同凶 4υ;日れ M Zμ合け口れ口 1盟 γ 
! いを 見 うむ 日 が る よ い て カ か 逸 投 、 とけのろの黙なたカか為ス 凹
1 る 語るし松も:んいに 、も け空り れ整う姿々くがらの ¥ノ l 
j 。り人ろ尾 i清青 1/ で環な 町 な捨 きがば 備 。をと な 、カかミ破 l 
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ー
常
盤
ア
パ
ー
ト

5
5
F、

rti

…
入

居

者

募

集

所
在
地

赤
佐
古
町
m
l
1

構

造

耐

火
構
造
3
階
建

募
集
戸
数

4
戸
(
老
人
室
付
多
家
族
向
2
、

多
家
族
向
l
、
母
子
向
上

間
取
り

4
間

(
6
・
U
-
U
・

3
畳
)
※
母
子
向
は
6
畳
2
間

宏
会
員一

万
二
千
円

1
一
万
七
千
円

愛
車

家
賃
の
3
か
月
分

受
付

9
月
1
日
同

1
却
日
樹

申
込
・
問
合
せ
先

建
築
課
住
宅
係

※
収
入
、
家
族
構
成
な
ど
に
制
限

が
あ
り
ま
す
。
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行

政

書

士

試

験

署管
日
月
お
日
岡

県
立
女
子
短
期
大
学
(
長

県
北
振
興
局
(
佐
世

崎
市
)

保
市
)

申
込
期
限
叩
月
I
U出

申
込
・
問
合
せ
先

県
総
務
部
総

務
学
事
課
法
規
係
(
一T
制
長
崎

市
江
戸
町
2
!
日

宮

長
崎
@

1
1
1
1)
 

詠語
進聖
歌聖
募始

集

お
題

緑

詠
進
要
領

O
未
発
表
の
も
の

O
自
作
の
歌
で
l
人
1
首

O
用
紙
は
半
紙
、
毛
筆
で
白
書

O
病
気
や
身
体
の
障
害
な
ど
で
白

書
で
き
な
い
人
は
代
筆
で
も
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
(
代
筆
の

理
由
書
を
添
付
し
て
下
さ
い
)

(約
山
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

書
式
図

緑

画1
f更
番 ー
号 (、

氏 ふ、 折

り 住 り
目

賃が
日 名な ー

生 所

(約33センチメ トル)

職

業

詠
進
期
限

叩
月
日
日
附
当
日
消
印
有
効

送
り
先

宮
内
庁
(
一T
削
東
京
都

千
代
田
区
千
代
田
1
1
1
)

※
封
筒
に
詠
進
歌
と
書
き
添
え

て
下
さ
い

問
合
せ
先

広
報
公
聴
課

自

衛

官

募

集

①
二
等
陸
海
空
士
(
男
子
)

資
格

臼
年
3
月
高
校
卒
業
見
込

み
の
人

受
付

9
月
汎
H
M附
1
日
年
1
月

白
日
同

試
験

(第
1
回
)

叩
月
5
日
附

試
験
場

大
村
駐
屯
地

①
二
等
陸
海
空
士
(
婦
人
)

資

格

問

i
M歳

言9
月
四
日
間

i
m月
日
日
出

試

験

日

月
却
日
同

試
験
場

大
村
駐
屯
地

@
申
込
・
問
合
せ
先

自
衛

墜
募
集
事
務
所

(宮
②
6

2
1
7
)、
市
民
課
窓
口
係

フ目 註

↓図雪
守
る
よ

子
の

集:

画

募

用
具

自
由

応
募
方
法
O
裏
面
に
幼
稚
園
(
保

育
所
)
名
、
住
所
、
氏
名
(
ふ

り
が
な
)
、
年
齢
、
郵
便
番
号、

電
話
番
号
を
書
い
て
下
さ
い

0
1
人
1
点
に
限
り
ま
す

応
募
期
限

9
月
羽
目
側
当
日
消
印
有
効

送
り
先
県
保
健
部
保
健
予
防
課

(
干
制
長
崎
市
江
戸
町
2
l
u

g
長
崎
⑮
8
5
5
2
)

ミ
第
引
回
発
明
創
意
百三

5
5

…

工
夫
コ
ン
ク
ー
ル

一
作

品

募

集

部
門一

般、

学
生
教
職
員
、
婦
人

応
募
資
格

県
内
に
住
ん
で
い
る

人
応
募
期
間

9
月
1
日
同

i
m
月
白
日
開

応
募
用
紙
請
求
・
問
合
せ
先

制
発
明
協
会
長
崎
県
支
部
(
一T

m長
崎
市
文
教
町
2
1
5

長

崎
県
工
業
試
験
場
内
宮
長
崎
⑮

2
6
4
7
)
 

よ
い
歯

・
つ
よ
い
歯

・

元
気
な
子

応
募
資
格
就
学
前
の
幼
児

用
紙

画
用
紙

(四
つ
切
り
)

勺

3
3
3σ3
3
3
3
saidP31J
33
3
243
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
5
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
24

一

ご

寄

付

“

お

り

野

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

マ
平
井
レ
ン
(
杭
出
津
3
丁
目
)
マ
大
村
遊
魚
組
合
員
の
里
へ
…

紅

ご

野

憲

a
a

慈
恵
壮

へ
二
十
万
円

キ

ス

叩
均

m

マ
福
村
正
好
(
横
浜
市
)
蓄
心
マ
大
村
市
母
子
福
祉
要
口
会
役
叫

で

香
典
返
し
》

敬
称
略

〈
一
般
寄
付
》

敬
称
略

荘
へ

三
万

円

員

日
泉
の
里
へ
慰
問
と
ま
ん
…

一

社

会

福

謀

議

会

へ

社

会

福

祉

協

議

会

ヘ

マ
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)

慈

じ

ゅ

う

ほ

か

一

一

マ
原
禎
曇

(
植
松
3
丁
目

・
亡
マ
第
凶
連
隊
新
隊
員
後
期
教
育

吉
荘

へ
野
菜
お
同
ほ
か
マ
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

U
泉

吋

ル

妻
ト

ヨ

)

三

万

円

隊

』

万

円

マ

為
李

完

庖

(片
町

)

慈

恵

の

里
へ
縫
い
物
奉
仕

一

一

マ

川
崎
茂
樹
(
古
町
2
丁
目

・
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

荘
へ
精
霊
船

一
式

マ

大

川
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
登
貴
一

一

亡
母
ス
マ
)
三
万
円

マ
赤
水
草
(
本
町
2
了
旦

マ
佐
世
保
花
王
製
品
販
売
肌

和
木
会
H
泉
の
里
へ
慰
問
と
一

一

塁
審
祉
協
議
会
へ
預
託
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